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第１０回都市農業の振興に関する検討会 

 

                  日時：平成 24年８月９日(木)11：00～11：40 

                  場所：農林水産省三番町共用会議所大会議室 

 

午前１１時００分 開会 

 

○田中都市農村交流課長 それでは、ただいまから第 10回都市農業の振興に関する検討会

を開催させていただきます。委員の皆様方にはご多用にもかかわらず、またお暑い中ご出

席いただきまして、ありがとうございます。本日の委員の出欠状況でございますけれども、

安藤委員につきましては所用によりご欠席と連絡をいただいております。また、その他の

委員におかれては、ご出席いただいております。また、委員のご紹介については、お手元

の座席表のとおりでございまして省略させていただきます。 

 役所側につきましては、農水省側は省略させていただきますが、今回も国土交通省都市

計画課及び公園緑地・景観課からご出席いただいております。ありがとうございます。 

 それでは、本日の検討会の開会に当たりまして、佐々木農林水産副大臣よりご挨拶を申

し上げます。 

 

○佐々木農林水産副大臣 委員の皆様方には、大変ご多忙の中にあって検討会にご参加を

いただきまして、誠にありがとうございます。 

 この検討会は、昨年の 10月の設置以降、約 10カ月にわたって都市農業の振興、それか

ら都市農地の保全に対してご論議をいただいてまいりました。これまでの検討会において、

皆様方からそれぞれの専門的な立場からの貴重なご意見をいただいてまいりましたが、今

回、中間的な取りまとめといった形で整理をしていただくこととなりました。 

 食に対する意識あるいは環境が大変大きく変化をする中で、食と農との関わりを求める

住民の関心も高まっております。農林水産省としてもこのような声にしっかりと応えて、

そして都市に残された農地を保全し、同時にこれを活かしていくということが大変重要な

政策課題であると認識をしているところでございます。まさに、都市農業はこれらのシン

ボルでもあるというふうにも思っているところでございます。 

 本日の中間取りまとめに沿って、速やかに政策を具体化し、そして土地利用規制の制度

面については、本検討会のもと、関係省庁を含めて引き続き論議を深めてまいりたいと考

えてございます。委員の皆様方には今後ともご指導を賜りますようお願いを申し上げます。 

 中間取りまとめに当たり、皆様のこれまでのご尽力に対して心から御礼を申し上げて、

ご挨拶とさせていただきます。ありがとうございます。 

 

○田中都市農村交流課長 まずはお手元の資料の確認でございますけれども、配付させて

いただいております資料として、議事次第、座席表、開催要領、委員名簿のほかに中間取

りまとめをお配りしております。それから、前回と同様、席上に検討会の資料ファイルを

お配りさせていただいております。よろしくお願いいたします。 

 それでは、早速ではございますけれども、議事に移りたいと思います。 
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 以降の議事進行につきましては、後藤座長にお願いいたします。 

 

○後藤座長 それでは、早速、議事に入らせていただきたいと思います。 

 本日は、中間取りまとめを農林水産省に提出することになっておりますが、前回の検討

会において最終的な中間取りまとめについては私にご一任いただいたと了解しておりま

す。修正いたしましたものを皆様に事前にお知らせしておりますけれども、農林水産省に

提出する前に、事務局から簡単に修正箇所を説明していただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

○沖都市農業室長 それでは、中間取りまとめをご覧いただけますでしょうか。前回提出

資料からの修正点を簡単にご紹介させていただきます。 

 まず、６ページをお願いいたします。 

 ６ページ真ん中に、「（住民の関わりを深めていくための施策の充実）」というところ

がございます。これの上から８行目でございます。「住民の暮らしに関わる問題」という

表現がございますが、これが分かりづらいというご指摘をいただきまして、この前に「食

生活、余暇、住環境等の」という例示を加えています。 

 続きまして、９ページをお願いいたします。 

 ９ページの１の「国民的理解の醸成」の一番最初の括弧のところでございます。上から

７行目ですけれども、住民と同時に農業者の理解も重要であるという趣旨で、「農業者、

非農業者双方の共感を得ていく」というような表現を追加しております。 

 また、住民のみならず幅広い国民、関係者からの理解・共感の必要性を明らかにするた

め、「（幅広い国民からの理解・共感の必要性）」ということで、６行ほど文章を追加し

ております。 

 11ページをお願いいたします。 

 11ページの（２）の「講ずべき施策」のところでございます。前回資料では、「講ずべ

き支援策」というふうにしておりましたが、「支援策」をより中立的な表現である「施策」

に置きかえております。 

 また、同様の考え方で、文章全体の用語の見直しをしております。 

 また、①の最初の括弧ですけれども、国の役割も明確にするという趣旨で、見出しの括

弧に「国及び」を加えまして「国及び関係機関が一体となった振興施策」としております。 

 また、このまとまりの下から２行目でございますけれども、「国」を追加いたしまして、

「国、自治体、農協等が一体となって振興施策を講じていく」としております。 

 次に、14ページをお願いいたします。 

 脚注の 18番で、「また」として、平地林の保全の必要性について記述を追加をしており

ます。 

 16ページをお願いいたします。 

 16ページの⑤番の「税負担の公平性の確保」のところです。第３段落になりますけれど

も、「なお」で始まります第３段落の３行目以下に「また」以下の部分を追加しておりま

す。相続税の支払いのために、空き地がある中で農地売却が進んでいるという問題につい

て、十分説明する必要があるという旨の記述を追加したということでございます。 
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 最後、18ページをお願いいたします。 

 ③番の「諸制度の見直しの検討」の２行目でございます。制度見直しについて「待った

なしの課題」と、「待ったなし」を追加しております。 

 さらに、その２行下でございますけれども、「精力的な議論を」の後に「直ちに」を追

加いたしまして、「精力的な議論を直ちに進めていくこととしたい」というふうに改めて

おります。 

 また、以上のほか、データの引用元を脚注で明示するなど細かな修正を行っております。 

 以上です。 

 

○後藤座長 ありがとうございました。 

 

○田中都市農村交流課長 事務局からの説明が終わりましたが、ここで一旦マイクをお借

りいたします。 

 これより、後藤座長から農林水産省に中間取りまとめを提出いただきますので、後藤座

長と佐々木農林水産副大臣におかれましてはご準備をお願いいたします。 

 

（後藤座長より佐々木農林水産副大臣に「中間取りまとめ」を提出） 

 

○田中都市農村交流課長 どうもありがとうございました。 

 それでは、佐々木副大臣から一言ご発言をちょうだいいたしたいと思います。 

 

○佐々木農林水産副大臣 委員の皆様方には、これまでご検討をいただき、大変ありがと

うございます。10カ月にわたりご論議に参加をしていただいた皆様方のご尽力に対して、

心から感謝を申し上げる次第であります。このたびいただきました中間取りまとめに即し

て今後速やかに政策を具体化し、またさらなる検討を進めてまいります。 

 皆様方には引き続きご指導を賜りますようお願いを申し上げて、ご挨拶とさせていただ

きます。ありがとうございます。 

 

○田中都市農村交流課長 ありがとうございました。 

 それでは、再び後藤座長にマイクをお返しいたします。 

 

○後藤座長 昨年の 10月以来、皆様にご議論をいただきまして、本日、中間取りまとめと

いう形で農水省にお渡しできたことに関して、委員の皆様のご協力に心から感謝を申し上

げます。どうもありがとうございました。 

 この検討会の議論を通して、委員の皆様の都市農業、都市農地に対する共通認識という

ものが作られてきたと思います。最後に、各委員の皆様からこの検討会を通じたご感想で

すとか、それから今後の検討に向けたコメントをちょうだいしたいと思います。なお、ご

発言される際には目の前の緑のボタンを押していただいて、ご発言が終了後にもまたボタ

ンを押していただきますようにお願いいたします。 

 それでは、ご自由にどなたからでも結構ですので、ご発言をお願いしたいと思います。 
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 お願いいたします。 

 

○加藤（篤）委員 このような会を開いていただいて、本当にありがとうございました。

我々、農業後継者としましても、今までにないような問題点を理解することができました

し、かなり掘り下げて問題を浮き彫りに、そしてまた進むべき道が明確になったというこ

とで、大変喜んでおります。私もこの結果を仲間にしっかりと伝えて、都市農業が今後と

も発展し、我々が勇気を持って農業ができるよう、一生懸命頑張ってまいりますので、今

後ともそれに応援していただけるような、都市農業を支えていっていただけるような施策

を早急に立ち上げていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 本当にありがとうございました。 

 

○後藤座長 どうぞご自由にご発言をお願いいたします。 

 

○小林委員 一言感想を申し上げたいと思います。ちょうど都市計画の線引きがされた昭

和 43年に私は入都したわけでありまして、それからこの方、東京の農地の減少の一途をず

っと見てきたところであります。そして、農業基本法が改正され、36条に都市農業の振興

をうたっていただき、同時に、農水省に都市農業室が設置をされましたが、その後、具体

的な動きがほとんどなかったわけですが、これが平成 22年の食料・農業・農村基本計画に

都市農業の振興と制度の見直しがうたわれ、そしてこの委員会が設置されたことは、本当

に感慨深いものがあります。線引きされた時は３万 haあった農地が現在は恐らく 8,000ha

を切っているんだろうと思います。 

 それと、この検討会が僕が今まで経験した委員会と非常に違うことが幾つかございます

が、まず一番大きな点は、シナリオがないといいますか、何ら役所の方からの思惑もなく、

本当に委員の一人一人の意見を汲み上げていただいた。これは座長にも感謝をしたいと思

っております。それから、農水省側が非常に真剣に取り組んでいただきました。恐らく、

局長、次長、一回とも欠席なく、それから国土交通省の皆さんも欠席なくご出席をいただ

いて真剣に取り組んでいただいたことを、本当にありがたく思っております。 

 同時にまた、都市農業室の室長をはじめ、事務局の皆様は本当に大変だったんだろうと

思います。いろいろな議論、けんかに近いぐらいの議論もたびたびございました。本当に

大変な場面が何回かあったことと思いますが、よく耐えていただきまして、まとめていた

だいたことに改めて感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。 

 

○後藤座長 お願いいたします。榊田委員からどうぞ。 

 

○榊田委員 今の小林委員のお話にちょっと付随して。私も記者活動を始めたのがちょう

どバブル期に入った頃でしたので、やはり都市の膨張の中での都市農地のあり方、都市農

地が非常に批判的な目で見られている時代でしたので、そこから今までを考えると、この

検討会に出席させていただいた時には本当に隔世の感があるなとしみじみと思いました。

今、小林委員がおっしゃったように、色のつかない、非常に委員の意見をきっちりと聞い

ていただいて中間取りまとめをしていただいたことに、本当に感謝したいと思います。 
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 あと、私は都市農業関係で委員に出させていただいたのは初めてなんですが、国交省の

小委員会の議論に関しては今までもずっと注目をさせていただいていたので、国交省さん

との連携の中で都市計画、まちづくりの中にきちんと都市農地、都市農業の問題を位置づ

けていただけるということに、今後に非常に期待を持たせていただいております。何より、

今後、どういう形で施策につなげていくのかが、ここからが多分本番ということになると

思いますので、本当に待ったなしという言葉をまとめにも入れていただきましたけれども、

放っておくとどんどん農地がなくなっていくというのはこのままだと変わらないと思いま

すので、ぜひ具体的な施策への着手に今後取り組んでいただければと期待しております。 

 

○後藤座長 ありがとうございました。二村委員、お願いします。 

 

○二村委員 私の記憶がちょっと定かじゃないところがあるんですけれども、長野の冬季

オリンピックがあった時に、私どもの名古屋では、農業を専業でやっている農業経営士会

というのを作っているんですけれども、そこの中でもちょっと限界を感じてしまって、バ

ブルも崩壊して経営がうまくいかず、困っていた時に、こちら東京でもまだ専業でやって

いらっしゃる方がいるということを聞きまして、６、７人でこちらを見学させていただき

ました。それが長野のオリンピックの開会式の日だったと思うんですけれども、大相撲の

人たちが土俵入りをやった日だったんですよね。東京駅でいっぱいお相撲さんがいらっし

ゃったので記憶が残っているんですけれども。 

 その時に、今回、委員の加藤義松さんのところの農場や世田谷あたりを見せていただい

て、「これならまだ僕らもやっていけるんじゃないか」というようなことを感じました。

それからどんどん毎年農地が減っていくような状況でございまして、今回、東京や大阪の

方たちの話を聞いていますと、名古屋はまだまだ農地がたくさん残っていますが、後継者

が非常に少なくなっています。本当は農家の跡取りだから農地を守っていきたいんだけれ

ども、そういう土地の制限もあるとか、技術がないということもあるようです。 

 今、体験農業ということも言われているんですけれども、正直な話、組合員、正組合員

に農業を教える人がいないと農地を守っていけない形もあるわけでして、一般市民に農業

を体験してもらうだけではなくて、正組合員がわずかに残った農地を守っていくために、

次の世代の人たちが本当に農業のノウハウが分かっていないところもございます。そのあ

たりも含めて、私ども農協の組合員の資格云々ということになりますと、農地をどれだけ

持っているとか、従事日数が何日とかっていうこともございますので、次の世代の人たち

にそういう条件をクリアできるような農地を維持・管理をしていくことについても、やっ

と皆さんが注目していただけるような時代が来たような感じもいたしておりますので、何

とか世論が、成熟した話し合いの中で農業、農地を守っていけたらと思っております。 

 本当にこういう会に参加させていただけたことを感謝しております。ありがとうござい

ました。 

 

○後藤座長 いかがでしょうか。お願いいたします。 

 

○野岸委員 今回、こういった場に参画させていただきまして、本当にありがたく思って
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おります。私は市町村の方で農業関係ということで 10何年、職務についてきましたが、ち

ょうどバブル期が終わって農地転用がすごく進む中、一番経験してきたのが僕らの世代に

なってきています。特に、生産緑地法が施行された後、農地転用が進んで、市町村として

も止めることもできませんし、また、社会情勢としても、そういった農地は無くして宅地

化していくというような風情がありましたので、農地の方がだんだん無くなってきたのを

目の当たりにしてきた、一番近いところで見てきたのが僕らかなと思っております。 

 今回、都市農業という形で農水省の方でも位置づけがありましたけれども、こういった

形で検討会を進めていただきまして、より明確に都市農業を位置づけていただきました。

今後、早急に対応すべき施策、また中長期的に進めていくような内容とか、いろいろある

と思いますが、今回中間取りまとめということで、今後これをどう施策に展開していただ

くかということをすごく期待しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

○後藤座長 お願いいたします。 

 

○中井委員 今日は遅れて参りまして、申し訳ございませんでした。 

 私は今回の検討会には都市計画という専門の立場から参加させていただきました。私、

東京近郊の市町村で幾つか都市計画審議会の委員をやっておりまして、大体毎年今ごろに

なると必ず出てくるのが生産緑地の解除という案件で、最近追加も若干はあるんですけれ

ども、ほとんどが解除の案件で、都市計画審議会としてはそこでは議論することもなく、

もう既に建築制限は解除されているので、後追い的に都市計画としての生産緑地を解除し

ていくという手続を粛々とやる場となっていて、普段からそういう場に出ておられる委員

の皆さん方からも、このような仕組みについての疑問が結構出されているという状況です。 

 もう大都市も間もなく人口減少が始まる中で、やはり都市計画にとっても大きな転換点

がやってきているというふうに思っておりまして、これまでは特に高い開発圧力の中で建

築をどう制御していくか、開発をどう制御していくかというのが中心的な課題で、そちら

の面についてはかなりの手立てがなされてきたわけですけれども、これからは、建築され

ていない場所をどうしていくかということが非常に大きな課題になってきていると思いま

す。その中で、当然、農地というのは建築されていない場所の極めて重要な一つの要素と

いうことです。ちょうど今の線引き制度や生産緑地のひな形になっているのを作ったのは、

私の先生方の世代だと思いますので、今回ぜひまた国交省、農水省の方でご協力されなが

ら、本当にいい都市農地の仕組みに変えていけるようにお願いをしたいと思いますし、微

力ながらお手伝いをさせていただければと思います。 

 どうもありがとうございました。 

 

○沼尾委員 昨年の 10月からということであっという間でしたが、私は農業についてはず

ぶの素人で、税財政の専門という観点からこの会議に参加をさせていただきました。固定

資産税や相続税のあり方についての議論では、当初、今の税制では都市における農業の存

続というのは非常に厳しいんだというようなお話だったんですけれども、自分の専門の立

場から考えると、どうしても課税の公平性という観点から、国民的な理解を得られないこ

とには、なかなか都市部の農地だけを税制上優遇するというのは非常に厳しいのではない
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かというようなことで発言をさせていただきました。 

 この先、どういうふうにまとまっていくのかなと思っていたのですが最終的には、これ

からの都市部における土地利用あるいはまちづくりのあり方について、国あるいは地域の

中でどういうふうに合意を図りながら作っていくのかというところと、それを支えるこれ

からの都市計画制度のあり方を考えていくことが前提として必要で、そのための国民的な

理解ですとか合意の形成、あるいは地域づくりといったようなところが、この報告書の中

で明確に打ち出されたというところの意義は非常に大きかったと思っています。 

 大変失礼なことを申し上げますが、これまで農水省のいろいろな政策提言というのは、

やはり農業者を守っていくというようなところで、国民全体ですとか消費者の立場からす

ると、あれは農家とか農業者を守るための政策だよねというよう印象で、すごく距離感が

あるように感じていたんですけれども、今回のこの取りまとめの中では、やはりそこは食

料の生産と消費者という観点から、あわせてこれからの農業あるいは農地というものを都

市部でどういうふうに守っていくのかというようなところから、今後のあり方というもの

を整理できたという意味では、一歩踏み出せたような感じがしており、自分が参加させて

いただいた意味も少しはあったのかなと思っているところでございます。 

 税制というのは後追いのようなところがございまして、土地利用のあり方ですとか都市

計画制度自体の見直しが進んでくることによって、それによって、税制をどうすればいい

のかというような次の議論につなげていけるのではないかと思っております。そうした観

点から、都市の農地あるいは農業の保全というような政策を今後どのように進めていくの

かということについて、ぜひ都市計画制度の見直しを中心に、省庁間で連携を図りながら

進めていただくことによって、これからの私たちの食の安心・安全というものを確保して

いくような制度というものをしっかり考えていっていただきたいと思ったところです。 

 以上でございます。 

 

○後藤座長 ありがとうございました。どうぞお願いいたします。 

 

○矢野委員 10月から始まったということで、振り返れば、本当に長かったなと思ってお

ります。 

 東京に住む消費者にとっては、やはり東京に農地、農業を残したいという意思が約 85％

あるという東京都の調査が何よりのスタート点でした。しかし、そのことだけを気持ちだ

けでどこかに委ねるのではなくて、自分たちもそれにどう関わりながら現実的なものにし

ていくかというのが、非常に大きな課題だったと思っています。 

 振り返って、10月からさまざまな論議が行われていた中で、一方では、東京も新しい農

業振興プランをちょうど作りつつありましたから、それとの兼ね合わせもありましたが、

この検討会では、やはり当初はかなりけんけんがくがくの論議があって、私自身は本当に

まとまりが見出せていくんだろうかというような少し不安も持ちつつ関わってきました。

そういった中で、今回、トータルな方向性が明らかになったことは、非常に大きな成果だ

ったと思っておりますし、改めて歴史的な経緯から、それから税制の問題、それから国民

の理解の問題等、さまざまな方面から今後の施策が明確になったと思っています。 

 大事なことは、やはりむしろこれからだと思っておりますし、ともすれば過去のさまざ
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まな省庁の委員会は、報告書を作って終わりということがままありました。そういった中

で、いつもせっかく作られたものがそのまま置き去りにされて、課題だけが残るという状

況がこの間続いてきましたが、本当に待ったなしという中で、具体的に着手することがた

くさんあります。まさにこれからの方向性が具体的なものになっていくように、さまざま

な関係者のご尽力を期待したいと思いますし、消費者としても今後主体的に関わる方向を

大事にしていきたいと思います。 

 どうもありがとうございました。 

 

○後藤座長 お願いいたします。 

 

○加藤（義）委員 農業者の一人として大変感謝を申し上げたいと思います。この議論を

通じて、やはり私も都市農業の全体像の輪郭が見えてきたのかなと思っています。先日も

福井県から視察に来まして、ここ数年でほぼ全国のいわゆる農村部からも視察が見えてお

りますし、国内だけでなくて海外も、中国、フィリピン、韓国、それからイギリスですと

か、この東京のいわゆる消費地の中でやっている農業というものに非常に注目しているな

と。そういう意味では、消費者の中で我々は農業をやっていますから、いわゆる消費者側

に立った農業というものも非常に理解ができますし、そういうものをどんどん広げていく

ことがやはり必要なのかなと。 

 東京都、大都市ですけれども、そうでなく、三大都市圏、それ以外にも市街化区域、多

くありますから、そういう意味では、やはり東京の例えば練馬でやっている農業も、これ

はいいなと思ってもなかなか広がっていかない農業もありますから、そういうものをもっ

と光を当てて広く周知していくことで、もっともっと良い農業が展開できるのではないか

と思っております。都市農業ならではの施策、そういうものをどう実現できるかがやはり

今後の、またこの委員会の一つの方向だと思っております。 

 本当にありがとうございました。 

 

○𡌛島委員 農家としては、やっとスタートラインに立てたなというところですので、今

後に期待したいと思います。取りまとめ、ご苦労さまでございました。 

 以上でございます。 

 

○後藤座長 どうもありがとうございました。 

 最後なので、私も一言だけ発言させていただきたいと思います。 

 本当に熱心に議論していただいたということと、それから中間取りまとめに際しても、

本当に最後の最後まで、電話などもいただいて非常に熱心に検討していただきました。そ

のことに関してまず委員の皆様にお礼申し上げたいと思います。それをきちっと受けとめ

て本当に努力された事務局にも心からお礼を申し上げたいと思います。 

 改めて今回の中間取りまとめに目を通して読んでみますと、今、都市がいろんな問題を

抱えている、まさに転換点にある、そういう転換点の中で、都市の農地、都市の農業を保

全していくことが非常に大切なことだということが、よくご理解いただける内容のものに

なっているのではないかと思います。ぜひこれを広く伝える努力をしていただきたいと思
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います。このことが第１点です。 

 それから、もう一つは、いろんな方が言われましたように、目的は実際に都市農業、都

市農地が保全されるということですので、そのためには、農水省が独自で出来る農業を真

剣にやろうとしている人たちを支援する施策、それの対象を従来の施策よりももっと範囲

を広げて、都市の農業の役割は非常に広いものがありますから、そういうものも範囲に入

れた施策をぜひ展開していって欲しいと思います。しかし根本的な問題は、ここに書いて

あるように、制度の転換ですから、国交省と協力し、一緒になって財務省にも必要な税制

改正を要求し実現していくという大きな課題だと思います。 

 ここの委員会にも３人、都市の中で真剣に農業をされている方がいらっしゃいますよう

に、都市の中にこれだけ農地がたくさん残って、そこで真剣に農業をされている農業者が

いる都市は、世界の大都市の中でもやはり東京の特徴だと思います。これは意図してそう

してきたわけではなくて、いろんな力関係の下でそういうふうになったんですけれども、

今の転換期ということを考えてみれば、それは非常に大きな資産なのではないかと思いま

す。 

 それをやはり活かして、災害に強くて、環境に優しく高齢化社会を迎えた中で、人々が

が本当に安心して快適に暮らせる都市を作っていくということは、非常にやりがいのある

課題なのではないかなと思います。ですから、国交省と協力関係を作っていくことはもち

ろんですが、農水省が先頭に立って進めていくというような気概を持ってぜひこの課題に

取り組んでいって欲しいと思います。よろしくお願いしたいと思います。 

 どうもありがとうございました。 

 

○佐々木農林水産副大臣 本当に長い間、それぞれの立場からご論議をいただいたという

ことに改めてもう一度感謝を申し上げたいと思います。具体的な施策については、それぞ

れこれから進めていかなければいけないと思っておりますし、今、ご意見をいただいたよ

うなことも十分に考えていかなければならないと思っております。 

 委員の皆様方からも出されたんですが、今、来年度の予算編成がそろそろ始まっており

ますけれども、その中で申し上げていることは、先ほどご発言もありましたが、農水省は

農林水産業者のためにある省庁ではあるんですが、そうではないというふうに申し上げて

います。生活者、国民のための生活が豊かになる、あるいは皆さんが安心して暮らせるた

めに、私たちは農業者や漁業者を通じてそこを応援するということであって、農業者や漁

業者だけが豊かになればそれで良いというふうに我々の政策があるわけではないと思って

おります。ですから、そういった意味では、我々がやっていく政策が農業者や林業者や漁

業者を通じて、生活者が安心できたり、生活者が豊かになるということでなければ意味が

ないわけですから、そういうことを来年度の予算編成に向けてしっかりやっていかなけれ

ばならないと思っております。 

 国交省も農水省もどちらかというとハードなイメージのある省庁でございますけれど

も、実は４年前ぐらいになりますが、私は農地法改正の時に関わりを持たせていただきま

した。そのときに論議になったことの一つがゾーニングというテーマでございました。今

の日本はそれは一筆ごとの小さく、国土が狭いし、緻密な日本人ですから、そういうこと

になっているのかもしれませんが、ヨーロッパにはゾーニングという考え方があって、そ
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れは都市計画と、農地も都市の土地も一緒に考える仕組みでありますけれども、将来計画

に向けてゾーニングをどうしていくのかというような考え方を日本でも取り入れられない

かと言って論議をした経過がありますが、その時は相当、法律を直さなければならないと

いうことになって、そこは断念をいたしましたけれども、それはそれぞれの自治体、国を

含めて、まさにゾーニングをどうしていくのかということだと思います。 

 もう一つ関連して言えるのは、私は農地や林地というのは国土だと思っていますし、海

岸は国境だと思っております。しかし、その国境や国土を守っている農民や漁民に対して

国は今まで評価を余りしていなかった。いわゆる多面的機能と言葉では言うんですが、じ

ゃあ多面的機能をどうやって評価していたのかというと、ほとんど評価していないわけで

すね。業を通じて応援しているだけであって、そのものを評価をしていなかったというこ

とを我々は少し反省をしなければならないし、我々の政権がそういうことをずっと訴えて

きたわけですから、そういうことにも一歩踏み出していくべきではないかと。 

 そういった意味でも、今日、いただいたご提言というのは大変参考になるところがたく

さんあったと思っておりますし、党の方には都市農業議連というのがありまして、東京の

議員ばかりじゃなくて、都市農業をやはりちゃんと生産緑地として、あるいは防災緑地と

してしっかり守っていかなければいけない、そしてもう少しそこで頑張っていただいてい

る人たちのいろんな制度面を改正していかなければいけないと思います。議連も立ち上が

ってございますので、今日いただいた提言は彼らも非常に評価をしてございますので、ぜ

ひ一緒に具体化に向けて今後さらに努力をしていきたいと思ってございます。これまで国

交省の皆さんにもご同席をいただいておりますので、農水省、国交省、力を合わせて一緒

にやっていくように私も努力をしたいと思っております。 

 どうもありがとうございます。 

 

○田中都市農村交流課長 どうもありがとうございました。 

 昨年の 10 月以来、10 カ月にわたりまして、委員の皆様方には都市農業、都市農地の施

策のあり方について幅広くご議論をいただきまして、本当にありがとうございました。 

 本日、皆様方から出されたコメント等につきましては、いつものようにホームページで

公開を予定しております。これまでと同様に、皆様のご確認をいただいて、それから公開

をしたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、以上をもちまして閉会させていただきます。本日は本当にありがとうござい

ました。 

 

○佐々木農林水産副大臣 どうもありがとうございました。 

 

                            午前１１時４０分 閉会 


